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Community Structure of Insects in the Suburnban Park 
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Abstract Insect communities in two different types of the vegetations were 

surveyed at the estuary of Hiikawa River in suburbs of Hirata, Shimane 

Prefecture in 1998: A) biotope broad-leaved forest at Shinjiko Green Park 

and B) sandbank by the river. Through the present survey 187 0 individuals 

were collected belonging to 283 species 80 families 7 orders at site A, and 103 6 
belonging to 157 species 47 families 5 orders at site B. In mid-summer 

Lepidopterous and Odonatous insects increased in the numbers of families, 

species and individuals. However, others decreasd in mid-summer and 

increased from early or late autumn. Seasonal fluctuation of diversity was 

rather similar between two communities. Species diversity decreased in 

midsummer and increased in autumn in accord with species richness. 
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はじめに

今日都市空間の中から緑が消失していく中で，

都市デザインの 立場から緑という空間の 概念で，

公園や街路樹の 緑を大切にすることを考えなけれ

ばならない． この調査は造成地の 昆虫類にとって

不安定な生息環境における昆虫類の 群集構造を明

らかにする目的で行った． 公園内には昆虫類の 食

草となりうる広葉樹や草本類あるいは吸蜜植物が

豊富に植栽されている． この ような環境の中でも

植物の 遷移は進むが， この 遷移初期段階での 昆虫

類の 群集構造の調査は安定過程の それを研究する

上で， 貴重な基礎資料を提供する． チョウ類は吸

蜜植物が豊富環境で種多様性が高くなること（石

＊ホシザキグリ ー ン財団委託業績 第18号
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井ら, 1995)， ゴ ミムシ類は河川敷から農地へ分布

拡大すること（石谷， 1996 ; Ishitani et al.）， 人

為的影響が草原性半翅目昆虫の 群集構造に影聾を

与えること（北村 ， 1993 ) などについては知られ

ている．

調査方法

調査地は島根県平田市の 斐伊川河口域に位置す

る水田から平成 8年に造成された 15, 800面の 宍

道湖グリ ーンパ ーク内（園地区）（写真 1, 2 )と，

さらに群集構造を比較するために近隣の 植物群落

の 自生している河口の 河川敷（出島地区）（写真

3, 4 ) の 2カ所とした． 宍道湖グリ ー ンパーク

内には常緑広葉樹を主体とした樹木やさまざまな

草本類が植栽されており， さらに小さな人工池
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( 1,200 mりも 造られた環境であった．

調査は 1998年5 月2 1日～24日，，7 月17日～

20日， 9 月21日， 1 0 月3 ~ 6日， 11 月 13~1 6

日に行った． 両 調杏地とも 10枚のイエロ ー パン
トラップ（縦：3 0cmX 横：4 0cmX 高さ： 5cm) 

を使用して徘徊性昆虫類を， 42cmの捕虫網によ

る2 0回スイ ー ピングによって草木の枝葉の上で

生活している昆虫類を定量採集し， さらに宍道湖

グリ ーンパ ークでは昼間の 12 時～ 13 時に見つけ

取りによって飛翔性の高い昆虫類や比較的大きな

昆虫類をできるだけ多数の種類を採集した． また

8 月22日には4 0Wの蛍光灯による夜間採集を補

足的に実施した． なお 9 月のイエロ ー パントラッ

プ採集はトラップ 設置後， 天候が悪化したの で

10 月3日～ 6日に行った． イエロ ー パントラッ

プは3日間設置し， 昆虫類の逃亡を防ぐためトラッ

写真 1 宍道湖グリ ー ンパーク植栽風景

写真 2 宍道湖グリ ー ンパーク人工池風景
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プに張った水の中に家庭用洗剤を数滴人れた．

採集した標本は， ハ ナアブ類を除く双翅目， お

よび甲虫や半翅目を除く微小昆虫類は除いて， 他

の全ての種名を明らかにした．

結果および考察

1 採集した毘虫類の目， 科および種数

今回の調査で採集された昆虫類の種名とそれら

の 個体数を付表として末尾に示した． これによる

と， 宍道湖グリ ーンパ ー クでは7 目 80 科282 種

を， 河川敷では5目47 科157 種であった． 両 調

査地の総 科・ 種数は 92 科37 0 種であった． 科数

および 種数とも 宍道湖グリ ーンパ ークで圧倒的に

写真 3 河川敷の植生風景

写真 4 河川敷の調査地風景
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多かった．

河川敷では見つけ取り採集を実施しなかったの
で鱗翅目や蛸蛉目の昆虫は採集されていないが，
その他の昆虫目においてみると，科数は両調査地
の膜翅目と鞘翅 H 昆虫で大きな差はなかったが，
種数は全ての目において宍道湖グリ ー ンパークで

著しく多かった． 昆虫類の種の豊富さは植物の多

様性によっても たらされる(Schoener, 1971). 

調査対象とした河川敷はイネ科の限られた種類の

下草が繁茂しており，自生していた樹木類も数種
に限られているのに対して，宍道湖グリ ー ンパー

クは多種の樹木や草本が植栽され，植生は複雑で

IO I- /‘ 」100

60 

あったので，これらのことが種数や個体数に影響

を与えたと考えられる．

2 科，種および個体数の季節変動

両調査地における昆虫類の調査日ごとに目別の

科数種数および個体数を図1に示した．

採集された昆虫類を目別にみた場合，鱗翅目や

蜻蛉目の昆虫は盛夏(7月）に種数や個体数の増
加がみられた． 蜻蛉 H ではさらに晩秋(11月）

にも個体数の増加がみられた． 宍道湖グリーンパー

クでは膜翅目昆虫は盛夏 に科数，種数，個体数が，
鞘翅目昆虫は個体数が著しく減少した． しかし，
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図1 宍道湖グリ ー ンパークおよび河川敷で採集した昆虫類の目別の科
数， 種数及び個体数
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表1 宍道湖グリ ー ンパークおよび河川敷の昆虫類における各調査日ごと
の類似度(R。)

9 月2 3日調査日 5月21~24日 7 月17~20日 11月1 3~16日(10月 3~6 日）

R。 0. 307 0.183 0.088 0.1 24 

R。は捕虫網によるスイ ー ビングとイエロ ー パ ‘ィトラップの採集数の合計
から算出した10 月 3~6日の調査はイエロ ー ベントラップの調査

初秋にはそれらは顕著に増加した． 半翅目毘虫も

同様に初秋に顕著に増加した． 調査地別の種群全

体で概観してみると， 宍道湖グリ ー ンパー クでは

5 月に36科 73種358 個体， 7月に37科 8 1 種

288 個体， 9 （10 )月に 49 科 121種 702個体， 11

月に 43科 105 種522個体採集された． 河川敷で

は5 月に21科52種201 個体， 7月に 15科31種

138 個体， 9 (10 )月に21科 62種30 7個体， 11月

に30 科 6 4種370 個体採集された． 前者の調査地

での毘虫類はいずれの季節においても 豊富であっ

た． 調査地別に科数の季節変動についてみると，

河川敷で盛夏にやや減少するも のの， それを除く

と， 両調査地とも 秋に向かって漸増する傾向がみ

られた． 種数や個体数は両調査地とも 7月の盛夏

に落ち込みがみられるが， 初秋には急増し， 晩秋

にはやや漸減または横ばいになる傾向がみられた．

宍道湖グリ ーンパ ー クでは植物の多様性が高い上

に盛夏を過ぎる頃から開花植物や種子を着生した

植物が多くなったので， 膜翅目昆虫や半翅目毘虫

がそれらの植物に集まり， 初秋におけるこれらの

種数や個体数が増加している．

3 両調査地における昆虫相の種レベルでみた類

似性と多様性

宍道湖グリ ー ンパ ー クと河川敷では植生と植物

の遷移段階が著しく異なっているので， 両地区の

昆虫相の類似性を種類組成に基づいて解析した．

類似度を表現する指数として， Horn (1966) の

提案した平均情報量によって軍複度を計量化する

璽複度指数R。を求めて， それを各調査日ごとに

して表1に示した． 両 群集を構成する種が全く同

じ場合には 1となるが， 各調査いずれにおいても

群集間の類似性は低かった． 各調査日における両

群合わせて出現した共通種の割合を示すと， 5 月
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が 7.7%, 7月が 12.5 %, 9 (10 )月が5 .6 %, 11 

月が 16 .0 ％に過ぎなかった．

最近， 自然保護の立場から「自然さ」を測定す

るために生物群集の多様性がその構造的特性の一

指標として軍要視されている． 生物群集の多様性

は， 群集構成の複雑さを表現するために， 群集に

おける種数と個体数の関係を表現する多様度とし

て構成する次の2つの要素に区別して考察される．

1 つは， 種数に関する豊富さの程度， も う 1 つは

個々の種群が群集においてお互いに分け合ってい

る個体数の相対的董についての均衡性である． 群

集における均衡性の関係はHill(19 73)の均衡性

要素多様度（相対多様度）（ E1.。) で求めた． 種

数と個体数の関係はLloyd & Ghelardi (196 4) 

の種多様度指数 (H') で求めた． 群集の種多様

度と種数および 相対多様度の関係を図2に示した．

宍道湖グリ ー ンパ ー クにおける種多様度の一指

標であるH'の数値は 7月に低下するが， その後

は回復した．
一方， 河川敷では5 月の指数が最も

高く， その後は段階的に低下した． さらにこの種

多様度を種類の豊富さ cs) と均衡性(E1.o) の

2要素に分けて， その関係をみると， 種数は両調

査地とも 7月に減少し， 9 月， 11 月は高いレベ

ルで推移した． 均衡性の要素は宍道湖グリ ーンパー

クでは季節を通じてほぼ一定していた． これに対

して河川敷では 7月に指数がやや高くなり， その

後は漸減した． すなわち均衡性要素については季

節によってそれほど大きな変化がみられないこと

を示している． 種多様度の関係からみると， 7月

種多様度の低下は主として種数の豊富さの要素の

単純化よるも ので， 9 月の種多様性の上昇は種数

の豊富さの要素によるも のであった． 9 月に種数

が上昇したにも 関わらずH'には大きな変化がみ

られなかったが， この時期には特定の種の個体数
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図2 宍道湖グリ ー ンパークおよび河川敷における昆虫群集の多様性の季節的変化

が一時的に多く採集されたことによって相殺され

たことが考えられる．

おわりに

斐伊川河口域に設立された宍道湖グリ ーンパー

クは，人工的に樹木や草本などが多種類植栽され，
人工池も造られた一種の植物公園であった． 近隣

の植物群落のみられる河川敷と比較してみると，
全ての目でかなり異なった群集構造をなしている

ことが判明した． 調査地はほぼ同じ地域に位置す

るものの， そこに生息している昆虫類の類似性は

著しく異なっていた（表1)ことは，生息地より
も植生の違いによってこの現象が起こっているこ

とを示している． 宍道湖グリ ーンパ ー クでは徘徊

性の昆虫類の種類構成はかなり複雑であったが，

捕虫網によるスイ ー ビングや昼間の任意及び夜間

のライトトラップによる採集では，採集個体数が
非常に少なかった． ゴミムシ類の造成地への分布

拡大は速やかに起こる（石谷， 1996) ことが知ら

れている． 造成まもない宍道湖グリ ーンパ ー ク内

にもかなり多くの種類が採集され． このことは当
然考えられた． 宍道湖グリ ーンパ ー ク内には人工
池が造成されていたので，イエロ ー パントラップ

を その水辺と樹木が植際された場所に分けて設置

して徘徊性の昆虫類を採集した． 採集した昆虫類
群集間の類似性は R 。 =0.532 となり． かなり低

かった． 両設置場所で合計 30 種を採集したが，

その内共通種は 7種に過ぎなかった． すなわち，

さまざまな環境を造ることは種多様性を高めるこ

ととなる． 植栽された樹木などが生長するにつれ

て，あるいは自然環境へ修復されるにつれて， 今

回採集されなかった． カブトムシやクワガタムシ

などの大型の甲虫類，あるいはタガメ， ゲンゴロ

ゥなどの水生昆虫が住みついてくるのではないか

と考えられる． 注目すべきことは，宍道湖グリ ー

ンパ ー ク内ではトンボ類の個体数は極めて多かっ

たことである． 人工池には多数のトンボ類の幼虫

が育っていたことによると思われる． トンボ類は

小さな水たまりや都会の屋上などの小さな水槽で

も発生する事はよく知られている．
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・付表 島根県平田市園町の宍道湖グリーンパーク及び出島町の河川敷で採集した毘虫と個体数のリスト (1998 年）

目・科・種名
Ma] Jul. Aug. Sep.（Oct.） Nov. 
21-24 17-20 22- 21 (3-6) 13-16 

園 出島 園 出島 園 園 出島 園 出島
Lepidoptera 鱗翅目

Hesperiidae セセリチョウ科
Pelopidas mathias oberthuri チ ャバネセセリ
Parnara guttata イチ モンジセセリ

Papilionidae アゲハチョウ科
Papilio machaon hippocrates キアゲハ

Pieridae シロチョウ科
Pieri ieris rapae cruciuora モンシロチョウ
Eurema hecabe mandarina キチョウ
Colias erata poliographus モンキチョウ

Lycaenidae シジミチョウ科
Lycaena phlaeas daimio ベニシジミ
Everes argiades hellotia ツバメシジミ

Nymphalidae タテハチョウ科
NeptiS aceris intermedia コミスジ
Hestina japonica ゴマダラチョウ
Vanessa cardul ヒメアカタテハ

Satyridae ジャノメチョウ科
Minois dryas bipunctatus ジャノメチョウ

Arctiidae ヒトリガ科
Spilosoma lubricipeda キハラゴマダラヒトリ

Limantriidae ドクガ科
Pida niphonis クロモンドクガ

Zygaenidae マダラガ科
Pidorus glaucopis atratus ホタルガ
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Odonata 蛸蛉目
Agrionidae オオイトトンボ科

Cercion sieboldii オオイトトンボ
Calopterygidae カワトンポ科

Calopteryx atrata ハグロトンボ
Aeschnidae ヤンマ科

Anax parthenope julius ギンヤンマ
Libellulidae トンポ科

Lyriothemis pachygastra ハラビロトンボ
Orthetrum albistylum speciosum シオカラトンボ
Synipetrum darwinianum ナツアカネ
Sympetrum freguens アキアカネ
Sympetrum baccha matutinum コノシメトンボ
Sympetrum infuscatum selys ノシメトンボ
Pantala flavescens ウスバキ トンボ
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Orth opera 直翅目

Triigonidiidae クサヒバリ科
Trigonidium cicindeloides キアシクサヒバリ

Tetrigidae ヒシバッタ科
Salomonotettix sp. 
Ergatettix dorsifer ニセハネナガヒシバッタ
Euparatettix insularis ハネナガヒ ・ンバッタ
Tetrix sp. モリヒシバッタ
T

・etrix japonica ヒンバッタ
Locustidae バ ッタ科

Acrida turrita ショウリョウバッタ
Aiolopus tamulus マダラバッタ
Trilophidia annulata japonica イボバッタ
Oedaleus inf ernalis クルマバッタモドキ
Patanga japonica ッチイナゴ

Tettigoniidae キリギリス 科
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付表続き

目 ・ 科 ・ 種名
J_uL Aug. Sep ._(Oc_t. ) Nov . 
17-20 22 - 2·1 (3-6) 13-16 

園 出島 園 出島
一

面
―

園 出 島 園 出島
昇嗜

Phaneroptera f alcata ツ ユ ム シ
Mantidae カ マ キ リ 科

Statilia maculata コ カ マ キ リ

3
 

4
 

ー

Hemiptera 半翅目
Cydnidae ッ チカ メ ム シ科

Macroscytus japonensis ッ チカ メ ム シ
Aethus nigritus マルッチカ メ ム シ 2 
Geotomus pygmaeus ヒ メ ッ チカ メ ム シ’

Pentatomidae カ メ ム シ科
Eysarcoris ventralis シ ラ ホ シカ メ ム シ 6 
Eysarcoris lewisi オオ ト ゲシ ラ ホ シカ メ ム シ
Eysarcoris parvus ト ゲシ ラ ホ シカ メ ム シ 1 
Carbula humerigera ト ゲカ メ ム シ
Palomena angulosa 工 ゾアオカ メ ム シ
Dolycoris baccalum ブチ ヒ ゲカ メ ム シ
Plautia crossata チ ャ バネ アオカ メ ム シ‘

Zicrona caerulea ル リ ク チ ブ ト カ メ ム シ
Acanthosomatidae ツ ノ カ メ ム シ科

Elasmucha putoni ヒ メ ツ ノ カ メ ム シ
Coreidae ヘ リ カ メ ム シ科

Cletus trigonus ホ ソハ リ カ メ ム シ 10 7 
Riptortus clavatus ホ ソ ヘ リ カ メ ム ン 1 
Stictopleurus crassicornis プチ ヒゲヘ リ カ メ ム シ

Lygaeidae ナ ガカ メ ム シ科
Cymus aurescens ヒ ラ タ ナ ガカ メ ム シ l 
Dimorphopterus pallipes コ バネ ナ ガカ メ ム シ 1 
Nysius plebeius ヒ メ ナガカ メ ム シ 39 25 
Pachybrachius luridus ヒ ラ タ ヒ ョ ウ タ ンナガカ メ ム シ
Panaorus csikii アム ー ル シ ロ ヘ リ ナ ガカ メ ム シ

Largidae オ オ ボ ン カ メ ム シ科
Physopelta cincticollis ヒ メ ホ シカ メ ム シ
Pyrrhocoridae ホ シ カ メ ム シ科
Pyrrhocoris sibiricus フ タ モ ンホ シカ メ ム シ 1 
Pyrrhocoris sinuaticollis ク ロ ホ シカ メ ム シ

Tingidae グ ンバイ ム ンヽ科
Stephanitis takeyai ト サカ グ ンバイ
Metasalis populi ヤナギグンバイ 2 9 

Reduviidae サ ンヽガメ 科
Pirates turpis ク ロ モ ンサシガメ
Sirthenea flavipes キ イ ロ サ シガメ

Nabidae マキバサシガメ 科
Himacerus apterus ハ ラ ビロ マキバサ ンガメ
Nab is (Nabis) steno/ erus ハネナガマキバサ ンヽガメ

Anthocoridae ハナカ メ ム シ科
Orius sp. 1 
Orius sp. 2 2 

Miridae メ ク ラ カ メ ム シ科
Stenodema sibiricum ナガムギメ ク ラ ガメ
Stenodema sp. l 2 
Lygocoris (Apolygus) lucorum コ アオメ ク ラ ガメ 1 
Lygocoris (Apolygus) spinolae ツ マ グロ アオメ ク ラ ガメ
Lygocoris (Apolygus) roseofemoralis モモアカハギメ ク ラ ガメ
Taylorilygus pallidulus ウ スモ ン ミ ド リ メ ク ラ ガメ
L ygus rugulipennis マキバメ ク ラ ガメ
Lygus saundersi マ ダラ メ ク ラ ガメ
Stenotus rubrovittatus アカ ス ジ メ ク ラ ガメ
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北村 憲二 • 宮永 龍一

・ 付表続 き

目 ・ 科 ・ 種名
Mai Jul. Aug. Sep.（Oct. ）  Nov. 
21-24 17-20 22 - 21(3-6) 13-16 

園 出島 園 出島 園 園 出島 園 出 島
Eurystylus coelestialium メ ンガタ メ ク ラガメ
Creontiades pallidif er アカホ シ メ ク ラガメ
Adelphocoris reicheli キ エリフ タ モ ン メ ク ラガメ
Adelph ocoris demissus ウス モ ン メ ク ラ ガメ
Adelphocoris suturalis ナカグ ロ メ ク ラ ガメ
Adelphocoris sp. 
Campylomma lividicornis ミ ド リ ト ビメ ク ラ ガメ
Miridae gen. sp. 

Saldidae ミズギ ワ カメ ム シ科
Saldidae gen. sp. 

Cicadidae セミ科
Graptopsaltria nigrojuscata ア プ ラ ゼミ 1 
Platypleura kaempferi ニ イ ニイ ゼミ 3 

Membracidae ツノゼミ科
Gargara genistae マルツノゼミ

Cercopidae ア ワ フ キ ム シ科
Atuphora stictica ホ シ ア ワ フ キ
Yezophora flavomaculata モ ンキ ア ワ フ キ
Dophora vitis プ ドウア ワ フ キ
Obiphora intermedia シ ロ オ ビア ワ フ キ
Petaphora maritima ハマベア ワ フ キ 3 
Omalophora costalis マエキ ア ワ フ キ
Philaenus spumarius ホ ソ ア ワ フ キ
Cercopidae gen. sp. 

Tomaspididae コ ガシ ラ ア ワ フ キ科
Euscartopsis assimilis コ ガシ ラ ア ワ フ キ

Ledridae ミミズク 科
Ledra auditura ミミズク

Del tocephalidae ヨ コバイ 科
A ・

加menus mojiensis モジョ コバイ
Psammotettix striatus マダラ ヨ コバイ 3 
Thamnotettix tobae トバヨ コバイ
Jnemadara oryzae イ ネマダラ ヨ コバイ
Balclutha viridis ウスバミ ド リ ヨ コバイ
Nesosteles incisus ミ ド リ ナガヨ コバイ
Macrosteles quadrimaculatus ョ ッ テ ン ヨ コバイ
Macrosteles sexnotatus ム ッ テ ン ヨ コ バ イ
Elymana tambusae タ ケ ナガ ヨ コ バ イ
Phlogotettix cyclops ヒト ツ メ ヨ コ バ イ
Deltocephalidae gen. sp. 1 
Deltocephalidae gen. sp. 2 
Deltocephalidae gen. sp. 3 

Macropsidae ヒ ロ ス ヨ コ バ イ 科
Macropsis virescens ヤ ナ ギハ ト ム ネ ヨ コ バ イ 1 5  3 
Macropsis sp. 1 
Macropsis sp. 2 

Tettigellidae オ オ ヨ コ バ イ 科
Tettigella viridis オオ ヨ コ バ イ
Mileewa margheritae ヨ モ ギ シ ロ テ ン ヨ コ バ イ

Errhomenellidae フ ト ヨ コ バ イ 科
Epiacanthus stramineus フ タ テ ンオオ ヨ コ バ イ l 

Evacanthidae カ ン ム リ ヨ コ バ イ 科
Onukia onukii オ ヌ キ ヨ コ バ イ

Aphrodidae ヒ ラ タ ヨ コ バ イ 科
Aphrodes bifasciatus ク ロ サジ ョ コ バ イ

Iassidae アオ ズ キ ン ヨ コ バ イ 科
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郊外型公園 に お け る 昆虫類の群集構造

付表続き

目 ・ 科 ・ 種名

St,·agani ania ma邸murai セグロ アオズキ ン ヨ コ バイ
Stra.g四ia sligmaI,ica ホ シ アオズキ ン ヨ コ バイ
Strag皿ia diminuta ヒ メ アオズキ ン ヨ コ バイ

Idioceridae ズキ ン ヨ コパイ 科
Idioceridae sp . 

Cicadellidae ヒ メ ヨ コ バイ 科
Cicadella artemisiae ヨ モギ ヒ メ ヨ コ バイ
Thphlocyba akasiensis アカ シ ヒ メ ヨ コバイ
Erythroneura limbata ヨ ツ モ ン ヒ メ ヨ コ バイ
Togaritettix serratus セ ス ジ ヒ メ ヨ コバイ
Cicadellidae gen. sp. 1 
Cicadellidae gen. sp. 2 
Cicadellidae gen. sp. 3 
Empoasca sp . 

Cixiidae ヒ シ ウ ンカ 科
Cixiidae gen. sp. 

Delphacidae ウ ン カ科
Sogatella furcifera セ ジ ロ ウ ンカ
Nilaparvata lugens ト ビイ ロ ウ ン カ
Calligypona alvovittata セ ス ジ ウ ンカ
Ribautodephax albifascia シ ロ オ ビウ ンカ
Stenocranus harimensis ハ リ マ ナ ガウ ンカ
Stenocranus tamagawanus タ マ ガワ ナ ガウ ンカ
Stenocranus minutus セ ス ジ ナ ガウ ンカ

Ma{ Jul. Aug. Se . （Oct.） Nov. 
21- 4 17-20 22 ふ3-6) 13-16 

園 出島 園 出島 園 園 出島 園 出 島
1 1 

l 1 
l 

l 

2 
1 2 

1 
1 

8 12 6 

13 
3 4 

， 

l 

1

2

 

l
l

 

5
1

1
 

5
1

2
 

ー6
 
4

 

ー

Diptera 双翅 目
Stra tiomyidae ミ ズア ガ

Stratiomyidae gen. sp . 
Asilidae ム シ ヒ キ ア プ科

Promachus yesonicus シオヤ ア プ
Cophinopoda chinensis ア オ メ ア フ

Bombyliidae ツ リ ア 元
Villa limbata ス キバツ リ ア プ

Syrphidae ハ ナ ア ブ科
Eri ristalis cerealis シマハ ナ ア プ
Lathyrophthalmus ocularis ホ シ メ ハナ ア ブ
Eristalomyia tenax ハ ナ ア ブ
Megaspis zonata オ オハナ ア ブ
Eri ristalinus quinquestriatus キ ゴシハ ナ ア ブ
Sphaerophoria menthastri マ メ ヒ ラ タ ア ブ
Syrphidae gen. sp. 1 
Syrphidae gen. sp. 2 
Syrphidae gen. sp. 3 

Hymenoptera 膜翅且
Formicidae ア リ 科

Ochetellus itoi ル リ ア リ
Paratrechina flavipes ア メ イ ロ ア リ
Lasius japonicus ト ビイ ロ ケ ア リ
Lasius Juliginosus ク ロ ク サ ア リ
Lasius spathepus ク サ ア リ モ ドキ
Formica japonica ク ロ ヤ マ ア リ
Myrmica kotokui シ ワ ク シケ ア リ
Tetramorium caespitum ト ビイ ロ シ ワ ア リ
Monomorium intrudens ヒ メ ア リ
Crematogaster osakensis キ イ ロ シ リ アゲア リ

Xyelidae ナ ギナ タ ハバチ科
Xyelidae gen. sp. 
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付表続 き

昇培 Jul. A2
u
f 
g. Se

2
p
1
.
((3

O-6
c
) t
.) Nov. 

目・科 ・ 種名 17-20 13-16 
園 出島 遠l 出 島 園 園 出 島 園 出島

Tenthredinidae ハバチ 科
Tenthredinidae gen. 

チ
s

科
p. l 

Ichneumonidae ヒ メ バ
Ichneumonidae gen. sp. 1 

; 1 
1 

Ichneumonidae gen. sp. 2 1 2 1 1 
Ichneumonidae gen. sp. 3 1 14 1 2 
Ichneumonidae gen. sp. 4 1 1 
Ichneumonidae gen. sp. 5 1 
Ichneumonidae gen. sp. 6 l 
Ichneumonidae gen. sp. 7 1 
Ichneumonidae gen. sp. 8 1 2 
Ichneumonidae gen. sp. 9 4 

Braconidae コ マユバチ 科
Braconidae gen. sp. 1 2 
Braconidae gen. sp. 2 1 
Braconidae gen. sp. 3 l 
Brachymeria obscurata l 

Scoliidae ツ チバチ 科
Campsomeris annulata ヒ メ ハ ラナガッチバチ 1 
Scolidae gen. sp. 1 1 
Scolidae gen. sp. 2 1 

Pompilidae べy コ ウバチ 科
Pompilidae gen. sp. 1 3 3 
Pompilidae gen. sp. 2 1 

Eumenidae ドロバチ 科
Stenodynerus frauenf edi チ ビ ド ロバチ
Discoelius japonicus フ タス ジス ズバチ 1 

Sphecidae アナバチ 科
Isodontia nigella コクロ アナバチ
Sphecoidea gen. sp. 1 1 1 
Sphecoidea gen. sp. 2 1 
Sphecoidea gen. sp. 3 1 1 
Sphecoidea gen. sp. 4 l 
Sphecoidea gen. sp. 5 1 l 
Sphecoidea gen . sp. 6 1 
Ammophila sabulosa nipponica サトウジガバチ 2 
Cerceris japonica マルモ ン ツ チ スガリ 1 
Eumenes rubronatatus ム モ ント ック リ バチ 2 

Vespidae ス ズメ バチ 科
Polistes jadwigae セグロ ア シナガバチ 1 
Polistes chinensis フ タモ ン ア シナガバチ 3 6 
Vespa mandarinia オオ ス ズメ バチ

Colletidae ムカ シハナバチ科
Hylaeus floralis ス ミス チ ビ ムカ 、ンハナバチ l 
Hylaeus matsumurai マツム ラチ ビムカシハナバチ l 
Hylaeus macilentus ホ ソ チ ビ ムカ シハナバチ I. 3 

Halictidae コ ハナバチ 科
Halictus aerarius アカガネコハナバチ 2 2 2 3 
Lasioglossum taeniolellum ヒ ラタチ ビ コ ハナバチ 2 1 3 3 
Lasioglossum affine ヅマルコハナバチ 1 
La幻oglossum baleicum シオカ ワ コ ハナバチ 1 
Lasioglossum occidens シロス ジカタコハナバチ l 2 ］ 

Andrenidae ヒ メ ハナバチ 科
Andrena tsukubana コ ガタ ウ ツ ギノ ヒ メ ハナバチ L 
Andrena valeriana ヒロヅキバナ ヒ メ ハナバチ 2 4 

Megachilidae ハキリバチ科
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郊外型公園 にお け る 昆虫類の群集構造

付表続き

目 ・ 科 ・ 種名
Jul. Aug. Sep._(Oct.) Nov. 
17-20 2 2 - 21 (3-6) 13-16 

國 出島 園 出 島 困 園 出島 園 出島

昇 ＿a五

Megachile tsurugensis バラハキリバチモドキ 2 
Megachile nipponica nipponica バラハキリバチ 2 

Anthophoridae コ シ ブトハナバチ科
Ceratina satoi サトウチ ビツ ヤハナバチ
Xylocopa appendiculata circumvolans ク マバチ 1 

Apidae ミツバチ科
Apis mellifera セイ ヨ ウミツバチ
Bombus ignitus Smith クロマルハナバチ
Bombus diversus diversus ト ラマルハナバチ
Bombus ignitus クロマルハナバチ
Bombus hypocrita オオマルハナバチ

l
l

 

ー

ー
5

2
1

1
1

 
Coleoptera 鞘翅目

Carabidae オ サ ム シ科
Cicindela elisae エリザハンミ ョ ウ
Aephnidius adelioides トゲアトキリゴミム シ
Amara ampliata キアシマルガタゴミ ム シ
Amara congrua ニセマルガタゴミム シ
Amara gigantea オオマルガタゴミム シ
A mara nipponica ヒ メ ツ ヤマルガタゴミム シ
Amara obsaripes ツ ヤマルガタゴミム シ
Anisodactylus punctatipennis ホ シボ シ ゴミム シ
Anisodactylus sadensis オオ ホ シボ シ ゴミム シ
Asaphidion semilucidum メ ダカチ ビカワ ゴミム シ
Chaenius pallipes アオ ゴミム シ
Chaenius virgulifer アトワアオ ゴミム シ
Chlaenius variicornis コガシラアオ ゴミム シ’

Diplochelia zeelandica オオ スナハ ラゴミム シ’

Dolichus halensis セアカ ヒ ラタゴミム シ
Oodes vicarius オオト ッ ク リゴミム シ
Patrobus favipes キアシ ヌ レチ ゴミム シ
Pheropsophus jessoensis ミイデラゴミム シ
Platynus suavissimus ヒ メ セボ シ ヒ ラタゴミ ム シ
Platynus magnus オオ ヒ ラタゴミム シ
Pterostichus longinguus コ ホ ソ ナガゴミム シ’

Pterostichus microsephalus コガシラナガゴミム シ
Pterostichus plancollis キンナガゴミム シ
Scarites terricola ナガ ヒョウタンゴミム シ
Synuchus callitheres キアシ ツ ヤ ヒ ラタゴミム シ
Anisodactylus signatus ゴミム シ
Tachyura laetifica ヨ ツ モン コミズギワ ゴミム シ’

Bembidiinae gen. sp. 
Bradycellus subditus コ クロ ヒ メ ゴモ ク ム シ
Harpalus trideus コ ゴモ ク ム シ
Harpalus capita オオ ゴモク ム シ
Harpalus vicarius ケ ゴモ ク ム シ
Harpalus jureceki ヒ メ ケ ゴモ ク ム シ
Harpalus niigatanus クロゴモ ク ム シ
Harpalus sinicus ウスアカクロ ゴモ ク ム シ
Trichotichnus congruus ヒ メ ツ ヤ ゴモ ク ム シ
Trichotichnus longitarsis ク ビアカツヤゴモク ム シ
Harpalinae gen. sp. 1 
Harpalinae gen. sp. 2 
Clivina westwoodi チャ ヒメ ヒ ョ ウタンゴミム シ

Elateridae コ メ ッキム シ科
Melanotus annosus クロツヤク シ コ メ ッキ
Aeoloderma agnata マダラチ ビコメ ッキ
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・ 付表続き

目 · 科 ・ 種名

Migina guadrellum ヨ ツモ ンミズギワ コ メ ッキ
Pronegastrius lewisi チ ビミズギワ コ メ ッキ
Quasimus sp . 
Calamba japonicus クロツヤ ヒ ラタ コ メ ッキ

Eucnemidae コ メ ッキダマシ科
Hypocoelus japonicus ヒメ コ メ ッキダマシ

Staphylinidae ハネカク シ 科
Olophrum arrowi アロウ ヨ ツメ ハネカク シ
Anotylus mimulus ト ビイロセスジハネカク シ
Poederus fuscipes アオバアリ ガタハネカク シ
Xantholinnus cunctator ムネスジナガハネカク シ
Staphylinidae gen. sp . 1 
Staphylinidae gen. sp. 2 
Falsomordellina sp, 

Cerambycidae カ ミ キ リ ム シ 科
Corymbia succedanea Lewis アカハナカミキリ
Anoplophora malasiaca ゴマ タ ラカ ミ キ リ

Scarabaeidae コ ガネ ム シ 科
Maladera kamiyai カ ミ ヤ ホ ビロウド コ ガネ
Onthophagus atripennis コ フマ ル エ ン マ コ ガネ
Melolontha japonica Burmeistea コ フキ コガネ
Heptophylla picea ナ ガチ ャ コ ガネ
Maladera castanea Arrow アカ ビロウド コ ガネ
Melolontha /rater Arrow オオ コ フ キ コガネ
Holotrichia parallela オオクロ コ ガネ
Anomala albopilosa albopilosa アオ ドウガネ
Adoretus tenuimaculatus コイチ ャ コガネ
Anomala albopilosa アオ ドウガネ
Anomala cuprea ドウガネプイ ブイ
Anomala rufocuprea ヒ メ コ ガネ
Anomala lucens ツヤコ ガネ
Mimela dificilis ツヤスジコ ガネ
Anomala puncticollis ハ ンノ ヒ メ コ ガネ
Popillia japonica マメ コ ガネ

Buprestidae タマム シ 科
Buprestidae gen. sp. 

Curculionidae ゾウム シ 科
Lissorhoptus ozyzae イネミズゾウム シ
Zacladus transversicollis ト ゲ ト ゲク ロサルゾウ ム シ
Myllocerus sp. 
Homorosoma asper タデサルゾウム シ
Baris nipponica サメ ハダヒ メ ゾウム シ
Rhinoncus sibiricus タデノ ク チ プトサルゾウム シ
Gymnaetron miyoshii ム シクサコバ ン ゾウム シ
Hypera nigrirostris ツメクサタコ ゾウム シ
Elleschus bicoloripes ハモグリゾウム シ
Baris armipes クサ ヒ メ ゾウム シ

Bruchidae マメ ゾウム シ科
Bruchidius japonicus サム ライ マメ ゾウム シ
Bruchidius sp. 
Bruchus sp. 
Bruchidae gen. sp. . 

Apionidae ホ ソクチ ゾウム シ科
Apion abruptum フジマメ ホ ソクチ ゾウム シ

Rhynchophoridae オサゾウム シ科
Dryopththoroides sulcatus ニセキクイサビゾウ ム シ

Mai Jul. Aug. Sep.（Oct.） Nov. 
21-24 17-20 22 21 (3-6) 13-16 

園 出 島 園 出島
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郊外型公園 に お け る昆虫類の群集構造

付表続 き

目 ・ 科 ・ 種名
May Jul. Aug. Sep. (Oct.) Nov. 
21-24 17-20 2 2 ~  21 (3-6) 13-16 

園 出島 園 出 島 國 園 出 島 園 出島
Scolytidae キ ク イ ム シ科

Scolytidae sp . 
Nitidulidae ケ シキ ス イ 科

Carpophilus chalybeus ク ロ ハ ナ ケ シ キ ス イ
Epuraea submicrurula セアカ ヒ メ ヒ ラ タ ケ シキスイ
Gnathocerus cornutus オ オ ツ ノ コ ク ヌ ス ト モ ドキ
Meligethes morosus オ ド リ コ ソ ウ チ ビケ シキ ス イ
Stelidota multiguttata マルキ マ ダ ラ ケ シ キ ス イ
Epuraea japonica コ ゲチ ャ ヒ ラ タ ケ シ キ ス イ

Tenebrionidae ゴ ミ ム シ ダマ シ科

Gonocephalum coriaceum コ ス ナ ゴ ミ ム シダマ シ
Chrysomliidae ハムシ科

Lema diuersa アカ ク ビホ ソハムシ
Lema cirsicola ル リ ク ビホ ソハム シ

Phyllotreta chujoe チ ュ ウ ジ ョ ウ キ ス ジ ノ ミ ハ ム シ
Phaedon brassicae ダイ コ ンハ ム シ
Plagiodera versicolora ヤナギル リ ハ ム シ
Mantura japonica ニ ホ ンハモ グ リ ト ビハ ム シ
Chaetocnema ingenua ヒ サ ゴ ト ビハ ム シ
Psylliodes sp. 
Atrachya menetriesi ウ リ ハ ム シモ ドキ
Asiorestia obscuritarsis オオキイ ロ ノ ミ ハ ム シ
Crepidodera japonica ミ ド リ ト ビハ ム シ
Pachybrachys eruditus ハギッ ツハ ム シ
Cassida fuscoruf a ヒ メ ジ ン ガサハ ム シ’

Cryptocephalus nigrof asciatus タテスギキ ッ ッハムシ
Cryptocephalus sp. 
Chrysomelida sp. 
Eumolpinae gen. sp . 1 
Eumolpinae gen. sp. 2 
Longitarsus succineus ヨ モギ ト ビハ ム シ
Basilepta fulvipes ア オバネ サルハ ム シ
Honolepta dichroa ホ タ ルハ ム シ
Paridea quadriplagiata ヨ ツ ボ シハ ム シ
Oulema dilutipes ア ワ ク ビホ ソハム シ
Lupermorpha funesta ク ワ ノ ミ ハム シ
Luperomorpha tenebrosa キ ア シ ノ ミ ハ ム シ
Aphthona perminuta ッ プノ ミ ハ ム シ
Chrysolina aurichalcea ヨ モギハム シ
Psylliodes sp, 
Agelastica coerulea ハ ン ノ キハムシ
Altica caerulescens ヒ メ カ ミ ナ リ ハ ム シ
Altica sp. 1 
Altica sp. 2 
Altica sp. 3 

Coccinellidae テ ン ト ウ ム シ科
Scymnus hof fmanni ク ロ ヘ リ ヒ メ テ ン ト ウ
Harmonia axyridis ナ ミ テ ン ト ウ
Propylaea japonica ヒ メ カ メ ノ コ テ ン ト ウ
Coccinella septempunctata ナ ナ ホ シテ ン ト ウ
Scymnus hoffumanni ク ロ ヘ リ ヒ メ テ ン ト ウ
Scymnus kawamurai カ ワ ム ラ ヒ メ テ ン ト ウ
Nephus oshimensis オ シマ ヒ メ テ ン ト ウ

Anthicidae ア リ モ ドキ科
Anthelephila cribriceps 
Formicomus braminus 

ケオ ビア リ モ ド キ
ホ ソ ク ビア リ モ ドキ
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北村 憲二 • 宮永 龍一

・ 付表続 き

目 · 科 ・ 種名
May Jul. Aug. Sep ._(Oct. )  Nov. 
21-24 17-20 22 - 21 (3-6) 13-16 

園 出 島 園 出 島 園 園 出 島 園 出 島

Marcratria japonica キ ア シ ク ビボソ ム シ
Languriidae コ メ ッ キ モ ドキ科

Anadastus ruficeps ア カ ア シ ヒ メ コ メ ッ キ モ ドキ
Cory lophidae ミ ジ ン ム シ科

Corylophidae sp 
Dermestidae カ ツ オ プシ ム シ科

Trinodes ruf escens チ ビケカ ツ オ プシム シ
Rhizophagidae ネ ス イ ム シ科

Monotoma spinicollis ト ゲム ネ デオ ネ ス イ
Mordellidae ハ ナ ノ ミ 科

Olibrus consanguineus ト ビイ ロ ヒ メ ハナ ノ ミ
Sarabandus inornatus コ ク ロ マルハナ ノ ミ
Mordella onaga オ ナ ガク ロハナノ ミ
Falsomordellina sp. 
Cyphon granulosus マルガ タ チ ビマルハナ ノ ミ

Byrrhidae マル ト ゲム シ科
Simplocaria bicolor シ ラ フ チ ビマ ル ト ゲム シ

Lagriidae ハ ム シ ダマ シ科
Luprops orientalis ヒ ゲプ ト ゴ ミ ム シ ダマ シ

Pselaphidae ア リ ヅカ ム シ科
Pselaphidae gen. sp. 
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注 1 捕虫網に よ る ス イ ー ピ ン グ， イ エ ロ ー パ ン ト ラ ッ プ， 見つ け捕 り 採集及 び ラ イ ト ト ラ ッ プで採集 し た ．

2 採集 日 は 4 つ の採集方法 いずれかの起点 と 終点 日 で示 し た．

3 園 は宍道湖 グ リ ー ン パ ー ク ， 出 島 は河川敷の略称．
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